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1　副校長メッセージ

巻 頭 言

� 新渡戸カレッジ副校長　　𢎭　和順

　新渡戸カレッジは、北海道大学における学部横断的な特別教育プログラムとして、平成 25 年
（2013）に創設されました。平成 27 年（2015）には、大学院生を対象とした新渡戸スクールが
設置され、平成 31 年（2019）には、その二つのプログラムを統合し、全体を新渡戸カレッジと
称するとともに、学部教育コースと大学院教育コースを置き、両者の一体化を図りつつ、現在
に至ります。
　新渡戸カレッジの名称は、いうまでもなく、本学の前身である札幌農学校、その第二期生、
新渡戸稲造に由来します。新渡戸は、札幌農学校の卒業生であるばかりか、その後、同校の教
員として、11 年間在籍し、教育研究に従事しました。また、日本の文化、日本人の精神を広く
世界に向けて、英語で発信した『武士道』を著述したほか、国際連盟の初代事務次長として、
世界平和の実現を目指して尽力するなど、近代日本きっての国際人といえます。
　こうした新渡戸の真摯な活動に範を求め、その精神に学びながら、幅広い分野にわたって、
高い精神性と異文化理解、コミュニケーション力を身につけ、将来、グローバル世界で活躍で
きるリーダーを育成することが、新渡戸カレッジの目標です。
　そのため、新渡戸カレッジでは、従来の教育方法に学びながらも、必ずしもその手法にとら
われることなく、日々試行を重ねながら、新たな授業や行事などの教育活動に取り組んでまい
りました。そうした活動については、各種の会議や学部・学院との懇談の場において、逐一報
告してきましたが、それらをまとめて刊行するには至りませんでした。
　このたび、新渡戸カレッジが設立され、10 年の節目を迎えるに当り、まずは、令和 4年度
（2022）の教育活動に関して、冊子の形で報告することにしました。今後もこうした体をとりな
がら、年度ごとの活動を公表していきたいと考えております。何卒、本冊子をご高覧いただ
き、お気づきの点など、ご批正たまわれば、幸甚です。また、引き続き、新渡戸カレッジの諸
活動にご理解とご協力くださいますよう、お願い申し上げます。
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2　新渡戸カレッジの沿革

平成 25 年（2013）4 月 　北海道大学に学部特別教育プログラム「新渡戸カレッジ」を開校

平成 27 年（2015）4 月 　北海道大学に大学院特別教育プログラム「新渡戸スクール」を開校

平成 28 年（2016）3 月 　学部特別教育プログラム「新渡戸カレッジ」から第 1期生 15 名が修了

平成 29 年（2017）4 月 　学部特別教育プログラム「新渡戸カレッジ」を「基礎プログラム」と
「オナーズプログラム」の 2段階のプログラムに変更
　大学院特別教育プログラム「新渡戸スクール」に博士課程学生対象の上
級プログラムを開設

平成 31 年（2019）4 月 　学部特別教育プログラム「新渡戸カレッジ」と大学院特別教育プログラ
ム「新渡戸スクール」を統合し、新生「新渡戸カレッジ」（学部教育コー
ス・大学院教育コース）を設立

令和 4年 5月 14 日（土）新渡戸カレッジ（学部教育コース）入校式　校長挨拶
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3　新渡戸カレッジ組織図

 副校長

〇その他

　　　和　順

 高等教育推進機構国際教育研究部長・副理事・高等教育推進機構教授
 工学研究院准教授

 北海道大学東京オフィス所長
 理学研究院教授
 北海道大学校友会エルム会長

〇その他

【授業科目】

〇グローバル基礎科目（国際理解と海外留学）

〇グローバル基礎科目（リーダーシップとチームワーク）

新渡戸カレッジ

校 長(総 長)

校 長 代 理
(教育担当理事)

副　校　長
（副 学 長）

令和４年４月１日現在

新渡戸カレッジ東京支部
(支部長:東京オフィス所長兼務)

教　　頭

2020.10.1設置

副　校　長
(校友会エルム会長)

〇オナーズプログラム大学院教育コース授業担当

 副校長、教頭、副校長補佐(2)、
 教育推進課（課長、室長）

 教頭
 東京支部長

氏　　　名
寶　金　清　博

〇その他

 副学長・文学研究院教授
 理事・副学長
 総長

所　属・職　名

評価委員会

〇入校式・新渡戸Ｄａｙ

【行事】

○広報・ホームページ

谷　　　博　文 副校長補佐

役 職 名
 校長

杉　江　和　男
小　田　　　研

 校長代理
 副校長

 副校長補佐
山　田　澤　明
髙　橋　　　彩

山　口　淳　二

〇その他

【行事】

〇新渡戸学（フェローゼミ）

〇新渡戸学（アドバンストゼミ）

【新渡戸カレッジ役職者一覧】

〇留学生との交流

○北海道大学新渡戸カレッジ同窓ネットワーク〇フェロー交流・研究会、振り返り会

〇北海道大学新渡戸同窓ネットワーク

○新渡戸ポートフォリオ

〇入校式・授業ガイダンス

〇（大学院）メンターフォーラム

〇新渡戸カレッジ特別講演会

〇対話プログラム

〇新任メンター事前説明会

〇英語科目担当

・開催時期：月１回程度
・構成員：副校長(座長)、副校長補佐、担当教員（兼
　　　　　務教員、特任教員を含む）、協力教員、
　　　　　海外留学担当、事務担当

新渡戸カレッジ学部教育コース定例会

授業科目・行事担当者（兼務教員を含む。） 授業科目・行事担当者（一部の兼務教員を含む。）

〇新渡戸ポートフォリオ

・開催時期：隔週程度
・構成員：副校長、教頭(座長)、副校長補佐、
　　　　　教育支援責任者、特任教員、特任教員、
　　　　　事務担当

〇新渡戸学（セルフキャリア発展ゼミ）

学部教育コース教務専門委員会

広報・システム専門委員会

奨学金支援専門委員会

【授業科目】

〇基礎プログラム大学院教育コース授業担当

副校長補佐(2)

運営会議
大学院教育コース教務専門委員会

新渡戸カレッジ大学院教育コース実行部会

新渡戸カレッジ執行部会

毎月１回程度
開催
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4　新渡戸カレッジ運営体制（令和4年4月1日現在）

（1）役職員
No. 氏　名 役職・所属等

1 寳　金　清　博 校長・総長

2 山　口　淳　二 校長代理・理事・副学長（教育担当）

3 𢎭　　　和　順 副校長・副学長・文学研究院教授

4 杉　江　和　男 副校長・校友会エルム会長、招へい教員（客員教授）

5 小　田　　　研 教頭・理学研究院教授

6 髙　橋　　　彩 副校長補佐・副理事・高等教育推進機構国際教育研究部長・同機構教授

7 谷　　　博　文 副校長補佐・工学研究院准教授

（2）運営会議委員
No. 職　名 氏　名 任　期　等

1 校長（総長）：議長 寳　金　清　博 R2.10.1～

2 校長代理（総長が指名する理事） 山　口　淳　二 R4.4.1～R6.3.31

3 新渡戸カレッジ副校長 𢎭　　　和　順 R4.4.1～R6.3.31

4 新渡戸カレッジ副校長（同窓生） 杉　江　和　男 R元 .6.15～

5 新渡戸カレッジ教頭 小　田　　　研 R2.10.1～R6.3.31

6 文学部長・文学院長 藤　田　　　健 R4.4.1～R6.3.31

7 教育学部長・教育学院長 横　井　敏　郎 R4.4.1～R6.3.31

8 法学部長・法学研究科長 小名木　明　宏 R2.12.15～R4.12.14

尾　﨑　一　郎 R4.12.15～R6.12.14

9 経済学部長・経済学院長 久保田　　　肇 R4.4.1～R6.3.31

10 理学部長 網　塚　　　浩 R3.4.1～R5.3.31

11 医学部長・医学院長 畠　山　鎮　次 R3.4.1～R5.3.31

12 歯学部長・歯学院長 網　塚　憲　生 R4.4.1～R6.3.31

13 薬学部長 木　原　章　雄 R3.4.1～R5.3.31

14 工学部長・工学院長 瀬戸口　　　剛 R3.4.1～R5.3.31

15 農学部長・農学院長 西　邑　隆　徳 R3.4.1～R5.3.31

16 獣医学部長 滝　口　満　喜 R3.4.1～R5.3.31

17 水産学部長・水産科学院長 都　木　靖　彰 R4.4.1～R6.3.31

18 環境科学院長 谷　本　陽　一 R3.10.1～R5.9.30

19 理学院長 永　井　隆　哉 R3.4.1～R5.3.31

20 生命科学院長 佐　藤　美　洋 R3.4.1～R5.3.31
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21 国際広報メディア・観光学院長 河　合　　　靖 R3.4.1～R5.3.31

22 保健科学院長 伊　達　広　行 R4.4.1～R6.3.31

23 総合化学院長 佐　田　和　己 R4.4.1～R6.3.31

24 獣医学院長 石　塚　真由美 R3.4.1～R5.3.31

25 医理工学院長 久　下　裕　司 R3.4.1～R5.3.31

26 国際感染症学院長 堀　内　基　広 R3.4.1～R5.3.31

27 国際食資源学院長 高　橋　昌　志 R3.4.1～R5.3.31

28 情報科学院長 長谷山　美　紀 R4.4.1～R6.3.31

29 公共政策学教育部長 空　井　　　護 R3.4.1～R5.3.31

30 高等教育推進機構全学教育部長 佐々木　　　啓 R2.10.20～

31 高等教育推進機構総合教育部長 鈴　木　久　男 R2.10.20～

32 高等教育推進機構国際教育研究部長 髙　橋　　　彩 R2.10.20～

33 同窓生 高　杉　重　夫 R3.4.1～R5.3.31

34 同窓生 井　上　修　平 R3.4.1～R5.3.31

35 同窓生 志　済　聡　子 R3.4.1～R5.3.31

36 学務部長 平　田　公　明 R4.4.1～

37 その他総長が認めた者 谷　　　博　文 R3.4.1～R5.3.31

（3）学部教育コース教務専門委員会
No. 所　属 役　職 氏　名 任　期　等

1 新渡戸カレッジ 副校長 𢎭　　　和　順 職指定（委員長）

2 新渡戸カレッジ 教頭 小　田　　　研 職指定

3 外国語教育センター センター長 奥　　　　　聡 職指定

4 文学部 教授 加　藤　重　広 R4.4.1～R6.3.31

5 教育学部 教授 関　　　あゆみ R4.4.1～R6.3.31

6 法学部 教授 野　田　耕　志 R4.4.1～R6.3.31

7 経済学部 准教授 相　原　基　大 R3.4.1～R5.3.31

8 理学部 教授 根　本　幸　児 R3.4.1～R5.3.31

9 医学部 教授 髙　橋　　　誠 R4.4.1～R6.3.31

10 歯学部 教授 山　崎　　　裕 R3.4.1～R5.3.31

11 薬学部 講師 松　田　研　一 R4.4.1～R6.3.31

12 工学部 教授 森　　　太　郎 R4.4.1～R6.3.31

13 農学部 教授 小　関　成　樹 R3.4.1～R5.3.31

14 獣医学部 教授 苅　和　宏　明 R4.4.1～R6.3.31

15 水産学部 准教授 バウア ジョン リチャード R3.4.1～R5.3.31
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16 高等教育推進機構 全学教育部長 佐々木　　　啓 職指定

17 高等教育推進機構 国際教育研究部長 髙　橋　　　彩 職指定

18 学務部 教育推進課長 的　野　裕　司 職指定

19 学務部 国際交流課長 菅　原　暢　廣 職指定

20 医学部保健学科 教授 境　　　信　哉 R4.4.1～R6.3.31

（4）大学院教育コース教務専門委員会
No. 所　属 職　名 氏　名 任　期　等

1 新渡戸カレッジ 副校長 𢎭　　　和　順 職指定

2 新渡戸カレッジ 教頭 小　田　　　研 職指定

3 法学研究科 教授 川　村　　　力 R3.4.1～R5.3.31

4 水産科学院 教授 山　﨑　浩　司 R4.4.1～R5.3.31

5 環境科学院 准教授 梅　澤　大　樹 R3.4.1～R5.3.31

6 理学院 教授 根　本　幸　児 R3.4.1～R5.3.31

7 農学院 教授 近　藤　　　巧 R3.4.1～R5.3.31

8 生命科学院 教授 芳　賀　　　永 R3.4.1～R5.3.31

9 教育学院 教授 大　野　栄　三 R3.4.1～R5.3.31

10 国際広報メディア・観光学院 准教授 原　田　真　見 R4.4.1～R5.3.31

11 保健科学院 教授 横　澤　宏　一 R3.4.1～R5.3.31

12 工学院 准教授 渡　邊　直　子 R3.4.1～R5.3.31

13 総合化学院 教授 向　井　　　紳 R3.4.1～R5.3.31

14 経済学院 准教授 早　川　　　仁 R4.4.1～R5.3.31

15 医学院 教授 大　場　雄　介 R3.4.1～R5.3.31

16 医理工学院 教授 石　川　正　純 R3.4.1～R5.3.31

17 国際食資源学院 准教授 内　田　義　崇 R3.4.1～R5.3.31

18 文学院 教授 李　　　連　珠 R4.4.1～R5.3.31

19 情報科学院 教授 浅　井　哲　也 R4.4.1～R5.3.31

20 公共政策学教育部 教授 今　井　　　晋 R3.4.1～R5.3.31

21 学務部教育推進課 課長 的　野　裕　司 職指定

22 新渡戸カレッジ 副校長補佐 谷　　　博　文 R4.4.1～R6.3.31
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（5）広報・システム専門委員会
No. 所属・職名 氏　名 任　期　等

1 新渡戸カレッジ副校長 𢎭　　　和　順 職指定

2 新渡戸カレッジ教頭 小　田　　　研 職指定（委員長）

3 新渡戸カレッジ副校長補佐 谷　　　博　文 R4.4.1～R5.3.31

4 高等教育推進機構准教授 野　澤　俊　介 R4.4.1～R5.3.31

5 高等教育推進機構特任准教授 内　田　治　子 R4.4.1～R5.3.31

6 高等教育推進機構特任准教授 繁　富　香　織 R4.4.1～R5.3.31

7 高等教育推進機構講師 山　畑　倫　志 R4.4.1～R5.3.31

8 学務部教育推進課長 的　野　裕　司 職指定

（6）奨学金支援専門委員会
No. 所属・職名 氏　名 任　期　等

1 新渡戸カレッジ副校長 𢎭　　　和　順 職指定（委員長）

2 新渡戸カレッジ教頭 小　田　　　研 職指定

3 経済学部准教授 相　原　基　大 学部教育コース教務委員会委員

4 農学部教授 小　関　成　樹 学部教育コース教務委員会委員

5 歯学部教授 山　崎　　　裕 学部教育コース教務委員会委員

6 生命科学院教授 芳　賀　　　永 大学院教育コース教務委員会委員

7 高等教育推進機構
国際教育研究部長 髙　橋　　　彩 職指定

8 学務部教育推進課長 的　野　裕　司 職指定

9 学務部国際交流課長 菅　原　暢　廣 職指定

（7）評価委員会
No. 所　属 役職名 氏　名 任　期　等

1 学外委員 フェロー 島　田　元　生 R4.4.1～R6.3.31

2 学外委員 フェロー 佐々木　亮　子 R4.4.1～R6.3.31

3 学外委員 フェロー・メンター 萩　野　　　泉 R4.4.1～R6.3.31

4 学外委員 メンター 佐　伯　百合子 R4.4.1～R6.3.31

5 新渡戸カレッジ 副校長 𢎭　　　和　順 職指定

6 新渡戸カレッジ 教頭 小　田　　　研 職指定

7 高等教育推進機構
（新渡戸カレッジ）

国際教育研究部長
（副校長補佐） 髙　橋　　　彩 職指定

8 工学研究院
（新渡戸カレッジ）

准教授
（副校長補佐） 谷　　　博　文 R4.4.1～R6.3.31
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（8）フェロー
No. 氏　名 担　当 現職（元職を含む） 卒年等

1 井上　修平 対話、国
際、G基礎

元双日㈱執行役員・顧問　元シンフォニアテクノ
ロジー㈱取締役　北海道大学参与　招へい教員
（客員教授）

S50 工

2 上田　英樹 CDS 
（統括）

日本情報通信株式会社　取締役　上席執行役員
エンタープライズ第一事業本部長 S63 教

3 大塚　榮子 対話 北海道大学名誉教授　産業技術総合研究所名誉
フェロー S38 薬博

4 志済　聡子 対話 中外製薬㈱　上席執行役員
デジタルトランスフォーメーションユニット長 S61 法

5 柴田　哲史 Aゼミ 佐藤工業㈱　札幌支店技術部長 S62 工修

6 石川　裕一 対話／
Fゼミ

㈱ぷらう代表取締役
ジョンソンコントロールズ㈱取締役 S54 法

7 伊藤　　慎 CDS（統括）
Fゼミ

アルジェニクスジャパン株式会社　神経疾患領域　
マーケティング部門　アソシエイトディレクター H15 薬修

8 萱野　　聡 対話 ㈱サクセスボード代表取締役社長 S62 法

9 島田　元生 対話 ㈱ビスキャス非常勤顧問
北海道大学招へい教員（客員教授） S47 工

10 多田　幸雄 Fゼミ
（統括）

㈱双日総合研究所　相談役
長崎大学経済学部客員教授 S51 農

11 大友　俊彦 Fゼミ 中外製薬㈱　オンコロジーライフサイクルマネジ
メント部長 H4獣

12 渋江　隆雄 対話 元三井金属鉱業㈱　執行役員 S50 工

13 廣重　勝彦 Fゼミ 一般社団法人日本社債調査センター　代表理事 S57 法

14 玉城　英彦 G基礎 北海道大学名誉教授 S53 疫博

15 佐々木亮子 対話 ㈱アークス　取締役、元北海道副知事 S47 法

16 萩野　　泉 Fゼミ ㈱電通クロスブレイン　データユーティリゼー
ション 1部　部長

H22 薬
H27 博・保
健科学

17 松尾　　望 Fゼミ 一般財団法人　知的財産研究教育財団　知的財産
研究所　上席研究員

S57 工
S59 工修

18 森　　順子 CDS／
対話 ㈱ハッピーアロー代表取締役 H28 教修

19 戸田　守道 Aゼミ 戸田建設㈱　執行役員　副社長 S58 工

20 藤田　信良 CDS 一般社団法人　セレッソ大阪スポーツクラブ
㈱セレッソ大阪　取締役相談役 S48 水産

21 三村　直己 CDS フリーコンサルタント S57 理

22 工藤　文粛 Aゼミ 双日㈱　北海道支店　支店長 S58 工

23 日野　峰子 CDS アイ・エス・エス・インスティテュート東京校 
通訳者養成科講師・顧問 S59 文

24 石川めぐみ CDS、
Fゼミ CJコミュニケーション代表 H2文

25 村山　和佳 Aゼミ ㈱ズコーシャ　技術部課長 H7農

（注）�「Fゼミ」＝フェローゼミ、「CDS」＝セルフキャリア発展ゼミ、「Aゼミ」＝アドバンストゼミ、「対話」
＝対話プログラム、「国際」＝国際インターンシップ、「G基礎」＝グローバル基礎科目
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（9）メンター
No. 氏　名 現職（元職を含む） 卒年等

1 中原　　拓 メタジェンセラピューティクス㈱　代表取締役社長 理・D

2 佐伯百合子 ㈱資生堂　研究員 生命・M

3 藤井　幸大 サンマルコ食品㈱　専務取締役マーケティング本部長　
（兼）営業本部長

カリフォルニア州
アカデミーオブ
アート大学・B

4 和田　義明 衆議院議員 早稲田・B

5 中島　　徹 15th Rock Ventures/Spirete, Inc.
Founder& General Partner　代表取締役 工・M

6 石川　憲一 スリーエムジャパン㈱　取締役　常務執行役員 工・M

7 Eric 
Ofosu-Twum Hitachi Ltd Researcher 総化・D

8 萩野　　泉 ㈱電通クロスブレイン　データユーティリゼーション 1部
部長 保健・D

9 Abhijeet 
Ravankar Kitami Institute of Technology Assistant Professor 工・D

10 山下　直樹 財務省　主計局主査 公共・M

11 黒田　垂歩 レオファーマ㈱　R & D Asia-Pacific Hub Senior Director 薬・D

12 前田　美紅 ㈱ニトリホールディングス　人材教育部　ニトリ大学事務局　
グローバル教育チーム 文・M

13 長堀　紀子 北海道大学人材育成本部　特任教授、
遠友ファーマ㈱　代表取締役CEO 理・D

令和 4年 11 月 5 日（土）新渡戸カレッジ（大学院教育コース）入校式校長代理挨拶
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（10）執行部会構成員
No. 氏　名 職　　名

1 𢎭　　　和　順 副校長、副学長、文学研究院教授

2 小　田　　　研 教頭、理学研究院教授

3 髙　橋　　　彩 副校長補佐、副理事、高等教育推進機構国際研究部長、
同機構教授

4 谷　　　博　文 副校長補佐、工学研究院准教授

5 的　野　裕　司 教育推進課長

6 佐　藤　浩　司 教育推進課　新渡戸カレッジ推進事務室長

（11）学部定例会構成員
No. 氏　名 担　当（所属等）

1 𢎭　　　和　順 副校長（副学長・大学院文学研究院教授）

2 髙　橋　　　彩 学部教育コース　副校長補佐・企画部長・海外留学・キャリア支援・行
事企画・広報（副理事　高等教育推進機構　教授）

3 佐々木　　　啓 全学教育部長（大学院文学研究院教授）

4 亀　野　　　淳 全学教育科目（大学と社会）・学部教育コース　キャリア支援・行事企画
（キャリアセンター長　高等教育推進機構　教授）

5 ラフェイ，
ミシェル ケイ

学部教育コース　授業「国際交流科目」実施・行事企画・広報（大学院
文学研究院教授）

6 野　澤　俊　介 学部教育コース　授業「新渡戸学（フェローゼミ）」担当（高等教育推進
機構　准教授）

7 江　本　理　恵 学部教育コース　新渡戸ポートフォリオ（高等教育推進機構　准教授）

8 内　田　治　子 学部教育コース　対話プログラム・行事企画・広報（高等教育推進機構　
特任准教授）

9 山　畑　倫　志 学部教育コース　授業「新渡戸学（フェローゼミ）」担当（高等教育推進
機構　講師）

10 畑　中　貴　美 学部教育コース　授業「新渡戸学（フェローゼミ）」実施・行事企画（高
等教育推進機構　特任講師）

11 肖　　　　　蘭 学部教育コース　授業「新渡戸学（セルフキャリア発展ゼミ）」実施・海
外留学（高等教育推進機構　特任講師）

12 シュルーター 智子 学部教育コース　授業「グローバル基礎科目」「新渡戸学（アドバンスト
ゼミ）」実施・行事企画（高等教育推進機構　特任助教）

13 菅　原　暢　廣 学務部国際交流課長

14 内　田　めぐみ 学務部国際交流課長補佐

15 佐　藤　浩　司 学務部教育推進課新渡戸カレッジ推進事務室　室長

16 日　置　浩　一 学務部教育推進課新渡戸カレッジ推進事務室　新渡戸カレッジ担当

17 上　田　しのぶ 学務部教育推進課新渡戸カレッジ推進事務室　新渡戸カレッジ担当
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（12）大学院実行部会構成員
No. 氏　名 所　属　等

1 𢎭　　　和　順 副校長（副学長・大学院文学研究院教授）

2 小　田　　　研 教頭（理学研究院教授）

3 谷　　　博　文 副校長補佐（工学研究院准教授）

4 島　田　和　久 特任准教授（高等教育推進機構新渡戸カレッジ教育研究部）

5 繁　富　香　織 特任准教授（高等教育推進機構新渡戸カレッジ教育研究部）

6 王　　　倩　然 特任助教（高等教育推進機構新渡戸カレッジ教育研究部）

7 佐　藤　浩　司 学務部教育推進課新渡戸カレッジ推進事務室（室長）

8 細　田　淳　子 学務部教育推進課新渡戸カレッジ推進事務室（係長）

9 五十嵐　麻　里 学務部教育推進課新渡戸カレッジ推進事務室（特定専門職員）

10 髙　橋　悦　子 学務部教育推進課新渡戸カレッジ推進事務室（事務補佐員）

11 中　嶋　奈津子 学務部教育推進課新渡戸カレッジ推進事務室（事務補助員）

（13）大学院教育コース授業担当教員
No. 氏　名 ターム 役職・所属等

1 大学院基礎科目Ⅰ 春
島　田　和　久　新渡戸カレッジ教育研究部特任准教授

繁　富　香　織　新渡戸カレッジ教育研究部特任准教授

2 大学院基礎科目Ⅱ 夏
伊　藤　秀　臣　理学研究院准教授

橋　本　勝　文　工学研究院准教授

3 大学院基礎科目Ⅰ 秋 島　田　和　久　新渡戸カレッジ教育研究部特任准教授

4 大学院基礎科目Ⅱ 冬 三　浦　篤　志　理学研究院准教授

5 大学院発展科目Ⅰ 春 ピーター，シェーン　北海道大学病院准教授

6 大学院発展科目Ⅱ 夏 池　　　炫　周　公共政策学連携研究部講師

7 大学院発展科目Ⅰ 秋 ハズハ，プラニスラウ　　法学研究科教授

8 大学院発展科目Ⅱ 冬 コーカー，ケイトリン　クリスティーン　文学研究院准教授
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（14）学務部教育推進課新渡戸カレッジ推進事務室
No. 氏　名 職　　名

1 的　野　裕　司 教育推進課長

2 芳　岡　　　洋 教育推進課課長補佐

3 佐　藤　浩　司 新渡戸カレッジ推進事務室長

4 日　置　浩　一 新渡戸カレッジ推進事務室　新渡戸カレッジ（学部）担当　特定専門職員

5 上　田　しのぶ 新渡戸カレッジ推進事務室　新渡戸カレッジ（学部）担当　特定専門職員

6 五十嵐　侑　美 新渡戸カレッジ推進事務室　新渡戸カレッジ（学部）担当　事務補佐員

7 細　田　淳　子 新渡戸カレッジ推進事務室　新渡戸カレッジ（大学院）担当係長

8 五十嵐　麻　里 新渡戸カレッジ推進事務室　新渡戸カレッジ（大学院）担当特定専門職員

9 髙　橋　悦　子 新渡戸カレッジ推進事務室　新渡戸カレッジ（大学院）担当　事務補佐員

10 中　嶋　奈津子 新渡戸カレッジ推進事務室　新渡戸カレッジ（大学院）担当　事務補助員

令和 4年 11 月 2 日（水）新渡戸カレッジ特別講演会（寳金校長）
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5　新渡戸カレッジ学部教育コース及び大学院教育コースの概要

（1）学部教育コース
　新渡戸カレッジの学部教育コースは、本学の四つの基本理念（フロンティア精神、国際性の
涵養、全人教育、実学の重視）の下、新渡戸稲造の精神に基づきながら、各学部の専門教育に
おいて高い専門性を修得するとともに、学部横断的な特別教育プログラムを通して、以下に記
す力を身につけ、それらを発揮できる人材を育成することを目標としている。

・�自分に対する力（コミュニケーションツールとしての英語力、さまざまな
文化的・社会的背景に根ざしたアイデンティティなど）

・�他人に対する力（グローバル社会で必要とされるリーダーシップ、チーム
ワーク力など）

・�社会に対する力（異なる文化状況下における問題発見力・課題解決力、社会
的な責任と倫理）

　また、国際社会で活動するリーダーに必要な基本的スキルセットとマインドセットを育成す
る。

基本スキルセット

・専門知
・外国語運用能力
・情報リテラシー
・プレゼンテーション力
・ディベート力

マインドセット

・責任感
・情熱
・リーダーシップ
・困難に立ち向かう勇気
・謙虚

　新渡戸カレッジでは、この目標とする人材像に求められる具体的な能力基準を定め、当該能
力を身につけ、かつ、所定の単位を修得した学生に国際的に通用する新渡戸カレッジの修了証
を授与する。
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（2）大学院教育コース
　新渡戸カレッジの大学院教育コースは、北海道大学のすべての修士課程及び専門職学位課程
に在籍する学生を対象に、創造的・批判的思考能力やリーダーシップ、課題解決・問題発見能
力を涵養することを目的にした特別教育プログラムである。
　大学院教育コースの目的は、「多様な社会的・文化的背景を有する人々とチームを形成し、グ
ローバル社会のなかで生じるさまざまな問題を予測・発見・解決し、新たな社会的価値の創造
に貢献する、高度な専門性と、専門家としての崇高な倫理観を持った人材」を育成することで
ある。この人材に求められるのは、それぞれの専攻で修得する高度な専門性に加えて、

 1�　その専門性を、直面する問題に即して、さらに高度化し、アップデートし続ける力（能力
更新力）

 2�　その力を一つのチームに集結し、問題解決をもたらす力（組織形成力）
 3�　協働の成果を社会に還元しつつ、社会的価値を創造し、必要な社会変革をもたらす力（社
会還元力）

が必要となる。さらに、こうした力の行使は、専門家としての倫理観（専門職倫理）に裏打ち
されていなければならない。大学院教育コースは大学院課程で学んだすべてのグローバル人材
がこの様な普遍的能力を有するべきと考え、その能力を「3＋1の力」として定義したものであ
る。
　大学院教育コースは、この「3＋1の力」を育成し、様々な知識、技能、経験、価値観を持つ
メンバーから構成されるチームにおいて、コミュニケーションを十分に取ることで相互理解を
深め、課題解決に向けて自身の持つ専門的能力を最大限に生かすことができる人材を養成する
ものである。
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6　令和4（2022）年度新渡戸カレッジ行事一覧

月
学部教育コース 大学院教育コース

日（曜日） 行事 日（曜日） 行事
3 2/28（月）～4（金） 〈オナーズプログラム入校募集期間〉 14（月） 〈オナーズプログラム入校募集開始〉

1（火）～11（金） 〈基礎プログラム2年次入校募集期間〉 22（火） 〈基礎プログラム入校募集開始〉
28（月）8：30 オナーズプログラム入校者発表 〈オナーズプログラム入校受付終了〉

4 1（金）～8（金） 基礎プログラム1年次入校募集期間 4（月） 第 1回基礎プログラム入校説明会（日本語）
6（水） 北海道大学入学式 5（火） 第 2回基礎プログラム入校説明会（英語）
8（金）16：00～ 基礎プログラム1年次入校説明会（大講堂） 10（日） 〈基礎プログラム応募受付終了〉
11（月） 第 1学期総合教育部授業開始 13（水）12：00 オナーズプログラム入校者発表
12（火）12：00 基礎プログラム入校者発表 13（水）～20（水） オナーズプログラム入校確認書提出期間
16（土） 英語（TOEFL-ITP）試験 15（金）～17（日） 英語（TOEIC-IP）試験実施（オンライン）
21（木）18：15～ オナーズプログラム入校者ガイダンス（対面：N1） 20（水） オナーズプログラム春ターム授業開始
22（金）18：15～ オナーズプログラム入校者ガイダンス（OL）
23（土）～5/1（日） 第 1回対話プログラム

5 6（金）12：00 基礎プログラム入校者発表
6（金）～11（水） 基礎プログラム入校確認書提出期間

14（土）14：30～15：25 新渡戸カレッジ入校式（学部） 14（土）14：00～14：25 新渡戸カレッジ入校式（大学院：春入校）
18（水）18：15～19：45 第 1 回特別講演会 基礎プログラム春ターム授業開始（合同）
20（金）15：30～16：30 第 1 回新渡戸カレッジフェロー交流・研究会（OL）
20（金）17：00～18：00 第 1 回新渡戸カレッジ運営会議（OL） 20（金）17：00～18：00 第 1 回新渡戸カレッジ運営会議（OL）
28（土） 第 1回セルフキャリア発展ゼミ

6 8（水） オナーズプログラム春ターム授業終了
15（水）18：15～19：45 第 3 回特別講演会（プレセッション） 15（水） オナーズプログラム夏ターム授業開始

18（土） 第 1回メンターフォーラム
基礎プログラム春ターム授業終了

25（土）・26（日） 第 2回セルフキャリア発展ゼミ（深川合宿） 21（火） 基礎プログラム夏ターム授業開始
7 2（土）～10（日） 第 2回対話プログラム

27（水） オナーズプログラム夏ターム授業終了
28（木） 基礎プログラム夏ターム授業終了

8 7（日） オープンキャンパス（学術交流会館　新渡戸カレッジ説
明会、相談会）

8（月）～9.30（金） 総合教育部夏季休業
9 1（木） 第 1回アドバンストゼミ

10（土） 第 2回アドバンストゼミ 13（火） 春・夏ターム成績公開
21（水） 基礎プログラム正式入校者発表 14（水） 〈基礎プログラム・オナーズプログラム入校募集開始〉
21（水）～23（金） 第 3回アドバンストゼミ（十勝合宿） 20（火） 〈オナーズプログラム応募受付終了〉
24（土） 第 4回アドバンストゼミ 中旬～下旬 新渡戸カレッジ（大学院教育コース）修了式（9月修了）
27（火） 第 2回新渡戸カレッジ運営会議（OL） 27（火） 第 2回新渡戸カレッジ運営会議（OL）

30（金） 第 1回基礎プログラム入校説明会（日本語）
10 1（土） 第 1回フェローゼミ

第 5回アドバンストゼミ
3（月） 第 2学期総合教育部授業開始 3（月） 第 2回基礎プログラム入校説明会（英語）
4（火） 第 4回新渡戸カレッジ特別講演会 4（火） 〈基礎プログラム応募受付終了〉
8（土）・9（日） 第 3回対話プログラム 12（水）12：00 オナーズプログラム入校者発表

12（水）～19（水） オナーズプログラム入校確認書提出期間
14（金）～16（日） 英語（TOEIC-IP）試験実施（オンライン）

15（土） 第 2回フェローゼミ（現地視察） 19（水） オナーズプログラム秋ターム授業開始
26（水）12：00 基礎プログラム入校者発表
26（水）～31（月） 基礎プログラム入校確認書提出期間

29（土） 第 3回フェローゼミ
11 2（水）18：15～19：45 特別講演会 5（土） 新渡戸カレッジ入校式（大学院：秋入校）

12（土） 第 4回フェローゼミ 基礎プログラム秋ターム授業開始
26（土） 第 5回フェローゼミ

第 6回アドバンストゼミ
12 3（土）・4（日） 第 4回対話プログラム 7（水） オナーズプログラム秋ターム授業終了

3（土） 英語（TOEFL-ITP）試験
10（土） 公開シンポジウム成果発表会・振り返り会 14（水） オナーズプログラム冬ターム授業開始

フェロー交流ランチミーティング 17（土） 第 2回メンターフォーラム
17（土） セルフキャリア発展ゼミフォローアップ 基礎プログラム秋ターム授業終了
29（木）～1.4（水） 総合教育部冬季休業 22（木） 基礎プログラム冬ターム授業開始

1 5（木） 総合教育部授業再開
2 5（日） 第 2回新渡戸カレッジフェロー交流・研究会

（振り返り会）（OL）
1（水） オナーズプログラム冬ターム授業終了
4（土） 基礎プログラム冬ターム授業終了

6（月） 第 2学期総合教育部授業終了 16（木） 秋・冬ターム成績公開
27（月） 第 3回新渡戸カレッジ運営会議（OL） 27（月） 第 3回新渡戸カレッジ運営会議（OL）
27（月）～3/3（金） 〈オナーズプログラム入校募集期間〉

3 1（水）～11（土） 〈基礎プログラム2年次入校募集期間〉 13（月） 〈オナーズプログラム入校募集開始〉
20（月） 新渡戸カレッジ（大学院教育コース）修了式

23（木） 学位記授与式（札幌） 22（水） 〈基礎プログラム入校募集開始〉
新渡戸カレッジ（学部教育コース）修了式 〈オナーズプログラム入校受付終了〉

27（月）8：30 オナーズプログラム入校者発表
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7　新渡戸カレッジ授業概要、特別講演概要、行事概要

（1）学部教育コース
■ 2022 年度　グローバル基礎科目（責任教員：シュルーター智子）

▼「グローバル基礎科目（国際理解と海外留学）」（1学期　春ターム　火曜 5・6講時）
【授業の目標】
　国際的な研究や留学の経験を持つ講師によるオムニバス形式の講義を通じて、国際理解の重
要性と海外留学の意義を学ぶ。国際社会における課題や各研究分野の状況、留学の実態などを
知り、自分のキャリアデザインの観点から留学の目的と意義を考えるとともに、今後の留学に
向けて主体的・計画的に考え行動できるようになることを目指す。
【授業内容】
第 1回（4/12）	 オリエンテーション
第 2回（4/19）	 担当：𢎭　和順（大学院文学研究院）
第 3回（4/26）	 担当：玉城英彦（北海道大学名誉教授、新渡戸カレッジフェロー）
第 4回（5/10）	 担当：荒井克俊（北海道大学名誉教授）
第 5回（5/17）	 担当：樋田京子（大学院歯学研究院）
第 6回（5/24）	 担当：井上修平（新渡戸カレッジフェロー）
第 7回（5/31）	 担当：児矢野マリ（法学研究科）
第 8回（6/7）	 学生による留学体験談
【履修者数】249 名

▼「グローバル基礎科目（リーダーシップとチームワーク）」（1学期　夏ターム　火曜 5・6講時）
【授業の目標】
　社会における様々な場面で、周囲の人と協力しながらリーダーシップを発揮することが求め
られている。各自の調査とグループワークを通じて、望ましいリーダーシップとは何かを考え
るとともに、自分たちがリーダーシップを発揮して取り組む課題をチームで決め、調査・検討
した上で解決案をまとめて、発表する。
【授業内容】
第 1回（6/14）	 オリエンテーション
第 2回（6/21）	 グループワーク「リーダーシップを考える①」
第 3回（6/28）	 グループワーク「リーダーシップを考える②」
第 4回（7/5）	 課題を見つける（※）
第 5回（7/12）	 グループワーク「リーダーシップを鍛える①」
第 6回（7/19）	 グループワーク「リーダーシップを鍛える②」
第 7回（7/26）	 発表と評価①
第 8回（8/2）	 発表と評価②（※）
（※）札幌市まちづくり政策局との連携授業
【履修者数】247 名
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2022年度新渡戸学（フェローゼミ）実施報告

1．フェローゼミの概要
　新渡戸学（フェローゼミ）は新渡戸カレッジ独自の必修科目（1単位、合否評価）で 2022 度
入校の基礎プログラム学部教育コースの学生を対象とした少人数の演習形式の科目である。

（1）目的
　世界が抱えている諸問題について、実際に現地を視察して学ぶとともに、グループワークを
通して、学問と社会のあり方や持続可能な社会のあり方を考え、同時にリーダーシップやチー
ムワーク力を身につける。

（2）目標
①�新渡戸カレッジの目標であるリーダーシップをゼミ活動の中で積極的に発揮することができ
る。

②�自分で考え、意見を出し、ともに議論し、明確な結論を導くことができる。
③�ゼミにおける現地での学びを関連分野の知見と結び付けて説明することができる。
④�ゼミのテーマのもと、持続可能な社会の実現に向けて自らの考えを表現することができる。

（3）内容
●�ゼミ担当フェローの他、支援教員、テーマに関連する関係者が協力し、2022 年度は 7テーマ
で実施した。10 月 1 日の全体オリエンテーションから始まり、現地視察を含めた全 5回のゼ
ミ及び公開シンポジウム成果報告会までを感染対策を講じた上で、すべて対面で行った。ま
た、2019 年度まで受け入れていた高校生の聴講はコロナ禍のため、中止した。

●�チューターは新渡戸カレッジ 2年目以上の上級生等があたり、ゼミを支援するチューターは
各ゼミにつき 3名（合計 21 名）、ゼミチューターを統括するコアチューターは 2名が担当し
た。フェローゼミにおけるコアチューターの主な役割は担当教員及びゼミ統括フェロー、
チューターとの調整やチューターへの指導助言である。

●�履修者は 7ゼミの一つに所属するが、希望者が集中するゼミでは抽選により履修者を決定し
た。

●�公開シンポジウム成果報告会は、フェローゼミ、アドバンストゼミの成果報告や意見交換を
通じて視野を広げ、知識を深めることに重点を置くことを目的として 12 月 10 日に実施し
た。2021 年度からの変更点は、発表時間の延長（12 分→ 15 分）、質疑応答時間の延長（7分
→ 8分）である。質疑応答は 2021 年同様、Slido（イベント等でQ＆Aなど参加者との双方
向コミュニケーションに役立つ機能を提供しているWebサービス）を利用した。また、学生
大賞（フェローゼミ履修生の投票で決定）も引き続き実施した。講評では、ゼミ統括の多田
幸雄フェローとコアチューターの 2名で各ゼミについて感想を述べるという新しい試みが行
われた。その他、オナーズプログラム、学生企画プログラム紹介の時間を取り、担当学生に
よるプレゼンが行われた。シンポジウムの様子はライブ配信を行い、フェローゼミ関係者を
はじめ、新渡戸カレッジフェロー、高大連携の高校に視聴案内を送付した。
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●�公開シンポジウム成果報告会の録画映像、発表スライド、発表要旨は学内のシステムを利用
し、履修者、チューター及びフェローゼミ担当フェロー・支援教員に共有した。

（4）2022 年度新渡戸学（フェローゼミ）とそのテーマ
ゼミ名 テーマ 履修者

石川めぐみフェローゼミ ポストコロナの観光～よりスロウで学びのある旅へ 29 名

石川裕一フェローゼミ グローバリゼーションの終焉の中での我が国の安全保障と教育 25 名

伊藤慎フェローゼミ 酪農・乳業の未来を考える 28 名

大友俊彦フェローゼミ 持続的な健康促進、未来の生き方を考える 25 名

萩野泉フェローゼミ メディアコミュニケーションの視点からみる持続可能な発展 28 名

廣重勝彦フェローゼミ スタートアップを通じて社会課題の解決にチャレンジする 28 名

松尾望フェローゼミ 「競争と協業」で「持続可能な社会」の実現を目指す 24 名
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2．フェローゼミの実施経過
日　程 内　　容 参加人数 備　　考

 5/13（金） フェローゼミ打ち合わせ Zoomで実施

 7/ 8（金） チューター募集開始

 7/14（木） フェローゼミ募集開始

 7/28（木） チューター採用決定 21 名を採用（1ゼミ 3名）

 9/20（火） チューター事前説明会 対面で実施

 9/21（水） 所属ゼミ発表

 9/16（金） フェローゼミ打ち合わせ Zoomで実施

10/ 1（土） 全体オリエンテーション
第 1回フェローゼミ

172 名

10/15（土） 第 2回フェローゼミ 176 名 現地視察（現地視察を実施しないゼミ、別日
程で実施したゼミもあり）

10/29（土） 第 3回フェローゼミ 165 名 一部ゼミは別日程で実施

11/12（土） 第 4回フェローゼミ 149 名 一部ゼミは別日程で実施

11/26（土） 第 5回フェローゼミ 163 名 一部ゼミは別日程で実施

12/10（土） 公開シンポジウム成果報告会 153 名 フェローゼミ、アドバンストゼミの発表、オ
ナーズプログラム紹介、講評、学生大賞表彰

ゼミ別振り返り 144 名

（参考）
正式入校生：192 名（1年次 178 名、2年次 14 名）
ゼミ履修者：187 名�（1 年次 174 名、2年次 13 名） 

 （第 1希望：147 名、第 2希望：27 名、第 3希望以下：13 名）
合格　　　：
不合格　　：
チューター：21 名（大学院 3名、学部 18 名）
コアチューター：2名（大学院 2名）
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2022年度アドバンストゼミ実施報告

【アドバンストゼミとは】
　新渡戸学（アドバンストゼミ）は、オナーズプログラム学部教育コースの学生を対象とした
選択科目で少人数演習形式の科目である。2018 年度に新設された授業科目であり、1）リサーチ
能力、2）コミュニケーション能力、3）自律的な学びを身につけることを目的とする。新渡戸
カレッジ独自科目として、1単位（合否による評価）で開講される。

【参加者】
○学生　　　：7名（2年生 6名、3年生 1名）
○チューター：9名
○フェロー　：工藤 文粛・柴田 哲史・戸田 守道・村山 和佳（50 音順）
○教職員　　：𢎭 和順・肖 蘭・シュルーター 智子・上田 しのぶ

【今年度の実施状況について】
　今年度のアドバンストゼミは、前年度の履修生の一部がチューターとしてゼミに参加し、中
心となって企画を行った。その企画内容は下記の通りである。

チューターによるアドゼミ企画

テーマ その場でできることをやってみる
～僕ら世代が自然・地域・人を理解するために～

目的 ①�自然・地域を持続可能にするための取り組みを理解して新たなアクションを起こす
②アクションをする上で基盤となる自身の軸を形成していく

到達目標 ①課題を発見し、解決法を考えて実行し、発信する
②自分に合ったパーソナリティ（個性）を発見し、自分に合った能力を身につける
③他者を理解し、自分の価値観を相対化する

　上記の企画をもとに、7月に訪問調査、9月上旬に 2回の事前授業を対面で、9月 21～23 日に
2泊 3日の十勝合宿を実施した。11 月 6 日に、履修生が中心となって、合宿での学びを活かし
て、学生企画「私たちが考える北大の自然」を実施した。12 月 10 日の公開シンポジウムでは、
今年度のゼミの内容についての紹介とゼミでの学びを振り返った。

【スケジュール】
○�十勝訪問調査（7月15日）教員・チューターとともに合宿訪問予定先を下見、関係者と打ち合わせ。
○�第 1 回授業（9月 1日）・自己紹介、オリエンテーション、ゼミ企画案の概要及び意義についてグ
ループワーク
○�第 2 回授業（9月 10日）各フェローから講話、戸田フェローによる講義。
○�第 3 回授業（9月 21日～23日合宿）高野ランドスケーププランニング・赤嶺氏、千年の森で作
業、共働学舎・宮嶋氏の講話とグループワーク等

○�第 4 回授業（9月 24日）・学生企画の最終案作成及びチューター会議。
○第 5回授業（10月 1日）・学生企画最終案発表
○ 11月 6日　学生企画実施
○第 5回授業（11月 26日）学生企画実施の振り返り・シンポジウム発表まとめ
○公開シンポジウム（12月 10日）
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【ゼミの様子】
○事前授業（9月 1日）

○合宿（9月 21 日～23 日）

⇧高野ランドスケーププランニング
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⇧十勝千年の森

⇧共働学舎

⇧学生企画
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2022年度「新渡戸学（セルフキャリア発展ゼミ）」実施報告

【実施目的】
　セルフキャリア発展ゼミは、合宿を含む継続的なセミナーであり、日常とは異なる空間での
自己の洞察、仲間（新渡戸カレッジ生とフェロー）とのコミュニケーション、アクティブラー
ニングを通して、自らの未来を構築していくための力を養うことを目的とする。

【目標】
・�新渡戸カレッジ生が社会の現状を認識し、社会との関連のなかで自分自身の可能性を認識
し、自らの未来を構築していく力を身につける。

・�学生が自ら目標を設定し、実現に向けたプロセスを考え、実行する。また、教員とフェロー
の助言を受けながら確認し、継続的に取り組む。

・�新渡戸コミュニティにおける教員、フェロー及び学生同士のコミュニケーションから、学生
が自分の目標の実現に向けて取り組む際の手がかりを得る。

・�持続的な取り組みを通して、将来社会や組織のリーダーに成長するための基本的な考え方と
スキルを習得する。

【2022 年度実施状況】
　今年度のセルフキャリア発展ゼミは、5月 28 日に学内で第 1部、6月 25 日～26 日に北海道立
青少年体験活動支援施設ネイパル深川で合宿を実施した。5月のゼミでは、フェローによる講話
のほか、札幌市町田隆敏副市長による「公務員のキャリアデザイン」についての特別講演を実
施した。

日　　時 内　　容 参加者内訳（順不同・敬称略）

5月 28 日 ゼミ第 1部
（学内対面）

教員 4名、フェロー 7名、札幌市 3名
チューター 2名、履修学生 31 名

6 月 25 日～26 日 ゼミ第 2部
（学内対面）

教員 3名、フェロー 7名
チューター 2名、履修学生 31 名

10 月 23 日 フォローアップゼミ
（学内対面・任意参加）

チューター 2名、履修学生 9名

12 月 18 日 フォローアップゼミ
（学内対面・任意参加）

教員 2名、フェロー 6名
チューター 2名、履修学生 10 名

＊履修学生内訳：2年生 25 名、3年生 5名、4年生 1名
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【2022 年度セルフキャリア発展ゼミの様子】
○第 1部（5月 28 日）

○第 2部（6月 25 日・26 日）
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【2022 年度セルフキャリア発展ゼミアンケート・一部抜粋】

【質問 1】の答えを選んだ理由を説明してください。
一番「生」のお話が聞けて貴重な経験だったから。
フェローから人生について詳しくお話を聞けてよかった　目標を立てることで具体的に行
動できたのでよかった。
充実した話合いができて、来年の留学に具体的なビジョンを持つことができたから。

－ 25 －
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フェローのお話を参考にして、自分の目標を立ててることができたから。実際に実行して
みて、生じた課題について相談することができたから。
社会で活躍されるフェローの方々から実際の雇用事情やこれまでの経験をお聞きできたか
ら。また最後のフォローアップまでやり遂げられたことで、自分の半年を見直し次何をし
ていくべきかをはっきりさせることができたから。
キャリアの実体を知れた。

【質問 7】の答えを選んだ理由を説明してください。
万人に必要という訳ではないけれど、意欲のある人、悩んでいる人にはピッタリだと思う
から。
目標を立てたので実行できたところが大きいと思うから。
自分のキャリアについて北大の先輩にアドバイスをいただきながら考えることができるか
ら。
学部を超えて色々な友達が出来ることと、フェローから貴重なお話がたくさん出来るから。
フェローと深く話せる貴重な機会だしモチベの維持に繋がる。

【来年度について】
　基本的に今年度と同じ要領で合宿を含めて実施し、また、セルフキャリア発展ゼミのOB・
OG数名に合宿に参加してもらう予定である。
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